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■エコパークゾーン周辺の緑地の植生（唐原川河口）

［資料：「アイランドシティ整備事業環境監視結果（平成16年度）」（平成17年7月 福岡市港湾局）］
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■海生生物の生息環境の分布

砂浜 干潟 岩礁

浅海部 ヨシ原
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■鳥獣保護区等の指定状況

［資料：「福岡県鳥獣保護区等位置図（平成14年度）」（平成14年10月 福岡県）より作成］
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［資料：「アイランドシティ整備事業環境監視結果（平成16年度）」（平成17年7月 福岡市港湾局）］

季別の種数（平成16年度） 季別の個体数（平成16年度）

個体数の経年変化

鳥類の調査範囲
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［資料：「平成14年度 鉄軌道導入環境調査委託報告書」（平成15年3月 福岡市）］

季別の種数（平成14年度） 季別の個体数（平成14年度）

鳥類の調査範囲
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冬
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類　　別
生　　息　　時　　期
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■水鳥のよくみられる時期

ハマシギ コアジサシ ヒドリガモ

スズガモ ツクシガモクロツラヘラサギスズガモ

ミヤコドリ



20

■鳥類の分布状況
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■鳥類の土地利用状況



22

■人と自然とのふれあい活動の状況

［資料：平成12年4月～平成17年3月 アイランドシティ環境監視調査 調査野帳］
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■東部海域の区画漁業権図

［資料：「福岡市漁村史」（平成10年3月 福岡市漁業協同組合）］

ＮＮ
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■環境保全に向けた取り組みと実施位置

番号 地区名 整備 実施年度 備考
１ 名島 護岸，突堤 平成１３年度～平成１９年 工事中

２ 覆砂，作澪 平成９年度～平成１３年
３ アマモ場 平成１６年度～ 継続中

４ 香椎(片男佐～香住ヶ丘) 護岸，養浜，遊歩道 平成９年度～平成１２年
５ 香椎(香椎浜) 護岸，養浜，遊歩道 平成１３年度～平成１７年

６ 干潟耕耘 平成１５年度～ 継続中
７ アサリ放流 平成１７年度～ 継続中

８ アオサ回収(海浜清掃) 継続中
９ アオサ回収(海域) 平成８年度～ 継続中

１０ 和白(塩浜) 護岸，遊歩道，植樹 平成１４年度～平成１９年 工事中
１１ 西戸崎 養浜，突堤，遊歩道 平成１２年度～平成１５年

１２ 下水高度処理 (開始年月日)平成５年度～
１３ 排水先移動，海水淡水化

施設排水との混合放流
平成１７年

１４ 東部(水処理センター) 下水高度処理 (開始年月日)平成５年度～

和白

香椎(御島)

和白(水処理センター)
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海岸整備後の景観

覆砂地点の底質CODの推移 覆砂地点の底生生物種数の推移

［資料：エコパークゾーンのパンフレットより］

［資料：「平成15年度 香椎地区底質及び底生生物調査業務委託 報告書」（平成16年3月 福岡市）］
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■護岸整備（塩浜地区）

各護岸構造における生物に対して期待される効果および結果

石組みの間に潜むアマガイとタマキビガイ 段差構造で休息するコガモ（写真中央：2 羽）と
イソヒヨドリ（写真右下：1 羽）

［資料：「平成15年度 和白（塩浜地区）護岸整備に係わる環境調査業務委託報告書」（平成16年3月 福岡市）］

護岸構造 対象生物 期待される効果 結果

段差構造 鳥類
　満潮線よりも高い箇所に段差構造を設けることによって，
シギ・チドリ類など鳥類が休息場として利用することが期待
される。

コガモ，イソヒヨドリの利用
が確認された。

自然石を用いた
石組み護岸 潮間帯動物

　自然石を組み合わせ，間隙の多い護岸を築造することに
よって，護岸表面だけでなく，護岸側面や護岸内部が貝類
（カサガイ類，タマキビガイ類など）やカニ類（フタバカク
ガニなど）などの生息場になると期待される。

アマガイ，タマキビガイ，フ
ジツボ類，フタバカクガニや
ベンケイガニ類などの生息が
確認された。

転石（捨石） 潮間帯動物
　干潟上に転石を配置することによって，転石表面にはカ
キ・フジツボ類など，転石下にはイソガニ類などが生息する
ことが期待される。

マガキ，フジツボ類，ケフサ
イソガニなどの生息が確認さ
れた。

植栽，適正な基質 潮間帯動物
　適当な大きさの礫や土壌を配置するとともに，適当な植栽
を施すことによって，護岸の背後域がカニ類などの生息場に
なると期待される。

（施工中）

植栽・柵 鳥類
　護岸に植栽や柵を設置することによって，前面海域を生息
場とするカモ類等の鳥類に対して，人の護岸利用による干渉
を緩和する効果が期待される。

（施工中）
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■干潟耕耘，アサリ放流など（和白地区）

手掘りによる干潟耕耘 干潟耕耘地点の生物調査

耕耘機による干潟耕耘 耕耘機による耕耘後の干潟

アサリの放流 アマモの植え付け
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■市内水処理センターにおける下水高度処理の整備状況

水処理
センター 項目 H5年度 H6年度 H7年度 H8年度 H9年度 H10年度 H11～

H16年度

水処理能力(m3/日) 6,500 6,500 6,500 6,500 6,500 6,500 6,500

高度処理能力(m3/日) 0 0 0 6,500 6,500 6,500 6,500
整備率（％） 0 0 0 100 100 100 100

水処理能力(m3/日) 36,600 36,600 36,600 36,600 45,800 45,800 45,800

高度処理能力(m3/日) 9,100 18,200 27,400 27,400 36,600 36,600 45,800
整備率（％） 25 50 75 75 80 80 100

水処理能力(m3/日) 116,700 116,700 133,300 133,300 133,300 133,300 150,000

高度処理能力(m3/日) 50,000 66,700 100,000 100,000 100,000 116,700 150,000
整備率（％） 43 57 75 75 75 88 100

水処理能力(m3/日) 300,000 300,000 300,000 300,000 300,000 300,000 300,000

高度処理能力(m3/日) 200,000 275,000 300,000 300,000 300,000 300,000 300,000
整備率（％） 67 92 100 100 100 100 100

水処理能力(m3/日) 131,250 150,000 150,000 150,000 168,750 168,750 168,750

高度処理能力(m3/日) 56,250 75,000 93,750 93,750 112,500 131,250 168,750
整備率（％） 43 50 63 63 67 78 100

水処理能力(m3/日) 591,050 609,800 626,400 626,400 654,350 654,350 671,050

高度処理能力(m3/日) 315,350 434,900 521,150 527,650 555,600 591,050 671,050
整備率（％） 53 71 83 84 85 90 100

注）高度処理能力は，りん除去のみ

西部

合計

西戸崎

和白

東部

中部

［資料：福岡市下水道局］
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■東京湾周辺野鳥公園の位置と面積

東京湾周辺野鳥公園の位置

野鳥公園の面積比較
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■東京湾周辺野鳥公園の特性比較表

大区分 小区分 谷津干潟 行徳近郊緑地 葛西臨海公園 東京港野鳥公園

面積 ４０ｈａ ８３ｈａ
８０ｈａ

(鳥類園２７ｈａ)
２５ｈａ

中核施設 自然観察センター 野鳥観察舎 ウォッチングセンター
ネイチャーセンター
(屋上・壁面緑化)

施設内

・観察コーナー
・展示コーナー
・レクチャールーム
・喫茶食堂

・観察室　・図書室
・展示室　・視聴覚室

・展示室
・レクチャールーム

・観察室　・視聴覚室
・展示室　・図書コーナー

屋外観察施設
・観察壁
・観察デッキ

・観察小屋
・観察壁

・観察舎
・観察壁

・観察小屋
・観察壁

水辺
（池，干潟）

・干潟(既存)
・淡水池

・汽水池
・淡水池

・汽水池　・淡水池
・砂浜(西なぎさ・東なぎさ)

・汽水池　・淡水池
・干潟(汽水池内)

緑地
・ヨシ原　・草地
・樹林

・ヨシ原　・草地
・樹林

・ヨシ原　・草地
・樹林

・ヨシ原　・草地
・樹林

立入制限

・干潟内への立入不可
・木製観察路(総延長約
400m，幅約95cm)の開放は年
数回のみ

・保護区内立入禁止(平日)
・東なぎさへの立入不可(橋
がないため)

・汽水池，淡水池の観察場所
を制限

周辺の干潟 三番瀬 三番瀬 荒川・旧江戸川河口干潟 多摩川河口干潟
住宅の存在 対岸に中高層住宅 観察舎周辺に低層住宅 （周辺に住宅なし） （周辺に住宅なし）

交通アクセス
・駐車場約100台
・最寄り駅より徒歩20分

・駐車場20～30台
・最寄りバス停より徒歩10分
・首都高速ICから３km

・駐車場2700台
・ＪＲ専用駅(公園内)
・首都高速ICから１km
・海上バス

・駐車場約40台
・最寄りﾓﾉﾚｰﾙ駅より徒歩約
15分
・首都高速ICより約10分

自然的特性 鳥類相
・シギ・チドリ類，海ガモ
類，陸ガモ類をはじめとする
水鳥・水辺鳥

・シギ・チドリ類，海ガモ
類，陸ガモ類をはじめとする
水鳥・水辺鳥
・小鳥類，猛禽類

・シギ・チドリ類，海ガモ
類，陸ガモ類をはじめとする
水鳥・水辺鳥
・小鳥類，猛禽類

・シギ・チドリ類，海ガモ
類，陸ガモ類をはじめとする
水鳥・水辺鳥
・小鳥類，猛禽類

啓発・環境教育

・センター内の掲示板
・パンフレット等啓発物
・観察会
・ＨＰ(最新情報，ライブカ
メラ)

・観察舎内の掲示板
・パンフレット等啓発物
・すずがも通信（ＮＰＯ法人
発行）
・観察会
・ＮＰＯ法人のＨＰ(最新情
報)

・センター内の掲示板
・パンフレット等啓発物
・観察会
・ＮＰＯ法人ＨＰ(最新情報)

・センター内の掲示板
・パンフレット等啓発物
・観察会(毎月3～10回)
・体験活動(ヨシ刈り、竹炭
焼きなど)
・ＨＰ(最新情報，メルマガ)

ＮＰＯ等
との連携

・自然観察指導，啓発物作成
等を（財）日本野鳥の会に業
務委託
・スタッフ常駐

・鳥類調査，湿地管理業務の
一部及びソフト面を含めた観
察舎管理をＮＰＯ法人に委託
・スタッフ常駐

・運営および環境管理作業を
ＮＰＯ法人に委託(土曜・日
曜・祝日のみ）
・平日はスタッフなし

・自然観察指導，環境調査，
環境管理業務を（財）日本野
鳥の会に委託
・グリーンボランティア約８
０名
・シルバーガイド約５０人登
録（行事協力，管理協力等）
・スタッフ常駐

ユニバーサル
デザイン

・木製観察路は幅約95cmと
狭い

・保護区内園路は狭く，未舗
装

・園路は広く，舗装
・園路は一部狭く，未舗装
・起伏あり（当初計画で主動
線は車いすを考慮した勾配）

国際的取組

・ラムサール条約登録
・東アジア・オーストラリア
地域シギ・チドリ類重要湿地
ネットワーク参加

－ －
・東アジア・オーストラリア
地域シギ・チドリ類重要湿地
ネットワーク参加

順応的管理

・鳥類調査
・アオサの除去(有償ボラン
ティア)

・鳥類調査
・開放水面確保のための草刈
り
・底質改善のための池干し
・トラクターによる耕耘
・ヨシ原を使った生活排水の
浄化実験
　　　　　　　　　　など

・鳥類調査
・池の水深調整（春・秋季は
シギ・チドリのために浅く，
冬季はカモのために深く，夏
はヨシの成長抑制のために深
く）
　　　　　　　　　　など

・環境調査
・トラクターによる東泥湿地
の耕耘
・東泥湿地の水量管理
・耕耘・水量管理の効果検証

　　　　　　　　　　など

採算性 × × ○ ×

施設概要

地域特性

人との関わり

管理
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用語 解説

環境基準 人の健康を保護し，および生活環境を保全する上で維持されることが望ましい
行政上の目標として国が定めた具体的な数値基準のこと。

COD

水中に含まれる有機物が酸化剤によって酸化されるとき，消費された酸化剤の
量をそれに相当する酸素の量で表現したもの。ＣＯＤの量は主として水中に含
まれる有機物の量を表す。ＣＯＤは海域・湖沼での汚濁の指標として用いられ
る。

全窒素・全りん
水中や底泥中に色々な形態で存在する窒素・りんの総量のこと。窒素・りんは
共に，植物プランクトンの増殖を支配する物質であり，富栄養化の指標であ
る。

DO Dissolved　Oxygenの略で，水中に溶けている酸素量のこと。

塩沼地植物 定期的な海水の干満を受ける塩沼地に生育する植物のこと。

陸ガモ・海ガモ カモ類は，水面で食物をとるヒドリガモ・マガモ・オナガガモなどの陸ガモ類
と，潜水して食物をとるスズガモ・ホシハジロなどの海ガモ類に区分される。

覆砂 底質の改善のため，海底上に清浄な砂を敷き詰める工法のこと。

作澪 海水交換を促進するため，浅海域や干潟域に局部的に深い溝を掘る工法のこ
と。

養浜 海岸線に沿ったある区域に，人工的に砂を補給または新たに投入し，人工の砂
浜（人工海浜）を造成すること。

下水高度処理 下水道の終末処理場等において，有機物を分解する現在の機能を一層高度化し
ていくことのほか，水質汚濁の原因となるリンや窒素を除去する処理のこと。

■用語解説




